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国際共通語としての英語力向上のための
５つの提言と具体的施策

平成23年 6 月
外国語能力の向上に関する検討会

～英語を学ぶ意欲と使う機会の充実を通じた
確かなコミュニケーション能力の育成に向けて～

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組
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「CAN－DOリスト」を作成する目的

指導方法や評価方法の工夫・改善が容易になる。

すべての子どもたちの英語力の水準を向上させる
ことができる。

グローバル社会に通用するより高度な英語力の習
得を目指すことが可能になる。

小・中・高が連携した英語教育の実現も可能になる。

「国際共通語としての英語力向上のための５つの提言と具体的施策」平成23年 6 月（外国語能力の向上に関する検討会）より作成

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組



卒業時の目標
興味・関心のあることについてのニュースや文章のおおよその内容が理解できる。
英語を通じて、話し手や書き手の伝えたいことを的確に理解することができる。

話すこと(S) 書くこと(W) 聞くこと(L) 読むこと(R)

卒業時

S1 未来や過去の表現を
用いて英語で積極的に会
話をすることができる
S２ 英語による面接で適
切に応答したり、自分の
意見等伝えたいことを詳
しく説明することができ
る

W1 提示された題材に合
わせ長いスピーチ、プレ
ゼンテーション原稿など
段落のある文章を書くこ
とができる。
W２ 適切な文法に則り、
正確に英文を書くことが
できる。

L1 日常生活の英語での
会話、アナウンス放送な
ど、様々な話題の、まと
まった英語を理解するこ
とができる。

R1 授業で扱った表現が
含まれた初見の英語の文
書を読み、要旨や詳細な
部分についても正確に理
解することができる

第２学年
終了時

S1 英語で簡単な会話を
交わし、必要な情報を相
手に尋ねたり、教えたり
することができる
S2まとまった英語のス
ピーチができる

W1 自身の興味、関心に
基づいて独自の英文を書
くことができる
W2 正しい文法（語法、
時制など）を意識して英
文を書くことができる

L1 定型表現を応用した
教員の英語を聞いて理解
することができる
L2 英語の質問、日常会
話を聞き取り、正確に理
解することができる

R1 段落ごとの大意を把
握しながら、複数の段落
からなるまとまった文章
を読むことができる
R2 未習の単語の意味を
ある程度類推しながら読
むことができる

第１学年
終了時

S1 ALTと簡単な日常会
話をすることができる
S2 身近なことに関して
自分の意見や理由を簡単
な英文で表現できる
S３ リズム等音声的な特
徴、速度、声の大きさな
どに注意しながらスピー
チ、会話を行うことがで
きる

W1 文法を考慮し自己紹
介や自分の意見を述べる
英文を書くことができる

L1 定型表現や既習の単
語を聞いて理解すること
ができる
L2 簡単な英語の質問、会
話などを聞き取り、大意
を把握することができる

R1 適切な発音、速度で
教科書の本文を音読する
ことができる
R2 未習の単語、表現に
ついて辞書で調べながら
教科書の本文の概要や要
旨を捉えることができる

○○高校 CAN-DOリストの形での学習到達目標

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組

全ての公立高等学校で
作成したが、なかなか
活用されなかった



年間指導
計画

単元構想
（学習指導案）

CAN-DOリスト
学習到達目標

三位一体の改善

シンプルに

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組

県の様式を変更

要素をCopy＆
Pasteできる



卒業時の目標
興味・関心のあることについてのニュースや文章のおおよその内容が理解できる。
英語を通じて、話し手や書き手の伝えたいことを的確に理解することができる。

話すこと(S) 書くこと(W) 聞くこと(L) 読むこと(R)

卒業時

S1 未来や過去の表現を
用いて英語で積極的に会
話をすることができる
S２ 英語による面接で適
切に応答したり、自分の
意見等伝えたいことを詳
しく説明することができ
る

W1 提示された題材に合
わせ長いスピーチ、プレ
ゼンテーション原稿など
段落のある文章を書くこ
とができる。
W２ 適切な文法に則り、
正確に英文を書くことが
できる。

L1 日常生活の英語での
会話、アナウンス放送な
ど、様々な話題の、まと
まった英語を理解するこ
とができる。

R1 授業で扱った表現が
含まれた初見の英語の文
書を読み、要旨や詳細な
部分についても正確に理
解することができる

第２学年
終了時

S1 英語で簡単な会話を
交わし、必要な情報を相
手に尋ねたり、教えたり
することができる
S2まとまった英語のス
ピーチができる

W1 自身の興味、関心に
基づいて独自の英文を書
くことができる
W2 正しい文法（語法、
時制など）を意識して英
文を書くことができる

L1 定型表現を応用した
教員の英語を聞いて理解
することができる
L2 英語の質問、日常会
話を聞き取り、正確に理
解することができる

R1 段落ごとの大意を把
握しながら、複数の段落
からなるまとまった文章
を読むことができる
R2 未習の単語の意味を
ある程度類推しながら読
むことができる

第１学年
終了時

S1 ALTと簡単な日常会
話をすることができる
S2 身近なことに関して
自分の意見や理由を簡単
な英文で表現できる
S３ リズム等音声的な特
徴、速度、声の大きさな
どに注意しながらスピー
チ、会話を行うことがで
きる

W1 文法を考慮し自己紹
介や自分の意見を述べる
英文を書くことができる

L1 定型表現や既習の単
語を聞いて理解すること
ができる
L2 簡単な英語の質問、会
話などを聞き取り、大意
を把握することができる

R1 適切な発音、速度で
教科書の本文を音読する
ことができる
R2 未習の単語、表現に
ついて辞書で調べながら
教科書の本文の概要や要
旨を捉えることができる

従来のCAN-DOリストの検証

【問題点】
ディスクリプ
ターを適切に
配置するため

の尺度
がない

例）「教科書の本文」とあるが
教科書のレベルが不明確

（難しい教科書を選ぶ傾向がある）

４技能バランスが取れていない

学年間の差が
大きい

重なりがある

目標設定レベル（難易度）
が不明確

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組
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ディスクリプターを適切に配置するための尺度

「各中・高等学校の外国語教育における「CAN-DOリスト」
の形での学習到達目標設定のための手引き」

「各中・高等学校の外国語教育における「CAN-DOリスト」の形での学習到達目標設定のための手引き」 （平成25年３月）文部科学省

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組



卒業時の目標
興味・関心のあることについてのニュースや文章のおおよその内容が理解できる。
英語を通じて、話し手や書き手の伝えたいことを的確に理解することができる。

話すこと(S) 書くこと(W) 聞くこと(L) 読むこと(R)

卒業時

S1 未来や過去の表現を
用いて英語で積極的に会
話をすることができる
S２ 英語による面接で適
切に応答したり、自分の
意見等伝えたいことを詳
しく説明することができ
る

W1 提示された題材に合
わせ長いスピーチ、プレ
ゼンテーション原稿など
段落のある文章を書くこ
とができる。
W２ 適切な文法に則り、
正確に英文を書くことが
できる。

L1 日常生活の英語での
会話、アナウンス放送な
ど、様々な話題の、まと
まった英語を理解するこ
とができる。

R1 授業で扱った表現が
含まれた初見の英語の文
書を読み、要旨や詳細な
部分についても正確に理
解することができる

第２学年
終了時

S1 英語で簡単な会話を
交わし、必要な情報を相
手に尋ねたり、教えたり
することができる
S2まとまった英語のス
ピーチができる

W1 自身の興味、関心に
基づいて独自の英文を書
くことができる
W2 正しい文法（語法、
時制など）を意識して英
文を書くことができる

L1 定型表現を応用した
教員の英語を聞いて理解
することができる
L2 英語の質問、日常会
話を聞き取り、正確に理
解することができる

R1 段落ごとの大意を把
握しながら、複数の段落
からなるまとまった文章
を読むことができる
R2 未習の単語の意味を
ある程度類推しながら読
むことができる

第１学年
終了時

S1 ALTと簡単な日常会
話をすることができる
S2 身近なことに関して
自分の意見や理由を簡単
な英文で表現できる
S３ リズム等音声的な特
徴、速度、声の大きさな
どに注意しながらスピー
チ、会話を行うことがで
きる

W1 文法を考慮し自己紹
介や自分の意見を述べる
英文を書くことができる

L1 定型表現や既習の単
語を聞いて理解すること
ができる
L2 簡単な英語の質問、会
話などを聞き取り、大意
を把握することができる

R1 適切な発音、速度で
教科書の本文を音読する
ことができる
R2 未習の単語、表現に
ついて辞書で調べながら
教科書の本文の概要や要
旨を捉えることができる

従来のCAN-DOリストの検証

例）「教科書の本文」とあるが
教科書のレベルが不明確

（難しい教科書を選ぶ傾向がある）

４技能バランスが取れていない

学年間の差が
大きい

重なりがある

目標設定レベル（難易度）
が不明確

A2

B1

A1

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組



卒業時の目標
興味・関心のあることについてのニュースや文章のおおよその内容が理解できる。
英語を通じて、話し手や書き手の伝えたいことを的確に理解することができる。

話すこと(S) 書くこと(W) 聞くこと(L) 読むこと(R)

卒業時

S1 未来や過去の表現を
用いて英語で積極的に会
話をすることができる
S２ 英語による面接で適
切に応答したり、自分の
意見等伝えたいことを詳
しく説明することができ
る

W1 提示された題材に合
わせ長いスピーチ、プレ
ゼンテーション原稿など
段落のある文章を書くこ
とができる。
W２ 適切な文法に則り、
正確に英文を書くことが
できる。

L1 日常生活の英語での
会話、アナウンス放送な
ど、様々な話題の、まと
まった英語を理解するこ
とができる。

R1 授業で扱った表現が
含まれた初見の英語の文
書を読み、要旨や詳細な
部分についても正確に理
解することができる

第２学年
終了時

S1 英語で簡単な会話を
交わし、必要な情報を相
手に尋ねたり、教えたり
することができる
S2まとまった英語のス
ピーチができる

W1 自身の興味、関心に
基づいて独自の英文を書
くことができる
W2 正しい文法（語法、
時制など）を意識して英
文を書くことができる

L1 定型表現を応用した
教員の英語を聞いて理解
することができる
L2 英語の質問、日常会
話を聞き取り、正確に理
解することができる

R1 段落ごとの大意を把
握しながら、複数の段落
からなるまとまった文章
を読むことができる
R2 未習の単語の意味を
ある程度類推しながら読
むことができる

第１学年
終了時

S1 ALTと簡単な日常会
話をすることができる
S2 身近なことに関して
自分の意見や理由を簡単
な英文で表現できる
S３ リズム等音声的な特
徴、速度、声の大きさな
どに注意しながらスピー
チ、会話を行うことがで
きる

W1 文法を考慮し自己紹
介や自分の意見を述べる
英文を書くことができる

L1 定型表現や既習の単
語を聞いて理解すること
ができる
L2 簡単な英語の質問、会
話などを聞き取り、大意
を把握することができる

R1 適切な発音、速度で
教科書の本文を音読する
ことができる
R2 未習の単語、表現に
ついて辞書で調べながら
教科書の本文の概要や要
旨を捉えることができる

○○高校 CAN-DOリストの形での学習到達目標

旧

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組
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★県内全ての公立高等学校（平成27年度より）

CEFRに準拠したCAN-DOリスト
を作成・提出

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組



静岡県高等学校外国語科
「CAN-DOリスト」作成の手引き

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組



サンプル・注意点

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組



CAN-DOリスト（学習到達目標）

１
年

２
年

３
年

卒業までにどのCEFRレベ
ルまでの到達を目指すか
を各学校で明示する

「達成率」をパフォーマン
ス評価で測り記入する



CAN-DOリスト（学習到達目標）

下段

下段

下段

上段

上段

上段

B1

A２

A１

CAN-DOディスクリプタ
（CEFR準拠・県統一）

To-DOディスクリプタ
（学校独自）

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組



幼稚園、小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な方策等について（答申）別添資料 （3／3） （平成28年12月21日） 中央教育審議会

中教審答申別添資料

上段：国がたたき台として示した
ディスクリプタを使用
（各学校で作るのではなく固定）

上段

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組



新

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組

縦軸を
CEFRにする



18

社会で行われる評価

CEFRを共通尺度として使うことの意義（１）

学校で行われる評価

同
期

CEFR
共通の尺度

生徒の学習や自己実現の幅を
計画的・効率的・永続的に広げ
ることができる。
（統一感の無い入試問題をよりどころとする必要がない）

社会ではCEFRで英語力を判断する環境が整いつつある

入試

教科書

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組

×
×
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「CAN－DOリスト」を作成する目的

指導方法や評価方法の工夫・改善が容易になる。

すべての子どもたちの英語力の水準を向上させる
ことができる。

グローバル社会に通用するより高度な英語力の習
得を目指すことが可能になる。

小・中・高が連携した英語教育の実現も可能になる。

「国際共通語としての英語力向上のための５つの提言と具体的施策」平成23年 6 月（外国語能力の向上に関する検討会）より作成

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組
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「外部専門機関と連携した英語指導力向上事業」

文部科学省委託事業

国が外部専門機関と連携して、教員の指導力向上の研修を実施することで、新たな英語教育に対応した「英語教育
推進リーダー」を養成する。また、都道府県・指定都市教育委員会が外部専門機関と連携し、 「英語教育推進
リーダー」等を活用して教員の英語指導力向上のための研修等を実施する。

小学校
Pre A1

中・高等学校
A1~A2

高等学校
A2以上

CEFRを共通尺度として使うことの意義（２）

小・中・高等学校で一貫性
のある学習到達目標を地域
の実態に合わせて作成する
ことが可能になる

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組



生徒に教えるとしたらどの順番で教えるのが適切と思
いますか。

時制（現在形・過去形）
関係詞
助動詞
不定詞・動名詞
仮定法・分詞構文
時制（現在完了・過去完了）

ア）

時制（現在形・過去形）
助動詞
不定詞・動名詞
時制（現在完了・過去完了）
関係詞
仮定法・分詞構文

ウ）

時制（現在形・過去形）
仮定法・分詞構文
助動詞
時制（現在完了・過去完了）
不定詞・動名詞
関係詞

イ）

教師は文法についてある程度の
「共通参照枠」を有している。
(Common Framework of Reference)

組織の中で同じように考えることができる

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組

ミニ演習
１





1 CAN-DOリストの活用に向けての取組



1 CAN-DOリストの活用に向けての取組

教師は文法以外について「共通参照枠」
を有していないのでは？

(Common Framework
of Reference)

組織の中で同じように考えることができない
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CONTENTS

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組

自治体の役割：英語教育改善のための意識改革

2 共通参照枠に基づいた英語教育改善

イ 授業づくりの質的転換への意識化

ア 共通参照枠の意識化（静岡県が考えるCEFR）

3 まとめ



自分自身について

家族・友人について

クラス集団について

学年・学校集団について

地域社会について

自国について

国際社会について

地球について

※教室での授業を振り返って考えてみる例）環境保全についてできることは何ですか。

受信技能(Reading)の共通参照枠について考える

話題
状況・場面

予想される
生徒の答え

難

２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善～ア 共通参照枠の意識化

２級

準２級

パリ協定批准・実施する

エコカーを普及させる

空缶や古紙を分別する

電気をこまめに消す



自分自身について

家族・友人について

クラス集団について

学年・学校集団について

地域社会について

自国について

国際社会について

地球について

※教室での授業を振り返って考えてみる例）環境保全についてできることは何ですか。

受信技能(Reading)の共通参照枠について考える

話題
状況・場面

パリ協定批准・実施する

エコカーを普及させる

空缶や古紙を分別する

電気をこまめに消す

予想される
生徒の答え

難

A2

A1

B1

B2

２級

準２級

２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善～ア 共通参照枠の意識化



身近な社会的話題
知織のある時事問題や社会問題

関心のある分野のテーマ
（少し調べればできる）

A2

自分の考えや気持ち
ごく身近な事柄A1

B1

幅広い話題
多様な考え方ができる時事問題や社会問題

幅広い分野のテーマ
（調べればできる）

B2

難壁

届く範囲

身近な話題や出来事
日常生活や自分に関連した事柄

関心のある事柄
（他の助けがあればできる）

B2

英検準１級

B1

英検２級

A2

英検準２級

A1

英検３級

受信技能(Reading)の共通参照枠について考える

２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善～ア 共通参照枠の意識化

静岡県の共通参照枠
（CEFR)として大切
にしたい感覚

不断の生徒理解
が不可欠



Beyond my ability.What I can do

with someone's help.

What I can do.

Comprehensible input 「i +1」 Krashen (1977)

ZPD (The Zone of Proximal Development：最近接発達領域) 
Vygotsky (1978)

= the difference between what a learner can do without help and 

what he or she can do with help.

２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善～ア 共通参照枠の意識化
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CONTENTS

1 CAN-DOリストの活用に向けての取組

自治体の役割：英語教育改善のための意識改革

2 共通参照枠に基づいた英語教育改善

イ 授業づくりの質的転換への意識化

ア 共通参照枠の意識化（静岡県が考えるCEFR）

3 まとめ
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英語教育改善のための意識改革

「わかる」から「できる」へ

授業づくりの質的転換

授業づくりの考え方を変える

２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善～イ 授業づくりの質的転換への意識化

「主体的・対話的で深い学び」
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静岡県総合教育センターの取組

リーフレット

「主体的・対話的で深い学び」の実現

授業づくりのための
思考ツール

聖心女子大学 文学部教育学科 教授 益川 弘如 先生

東京大学 高大接続研究開発センター 教授 / 大学発教育支援コンソーシアム推進機構（CoREF）
文部科学省 国立教育政策研究所 フェロー 白水 始 先生

研究協力者

２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善～イ 授業づくりの質的転換への意識化
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授業設計４項目

考えるための材料

対話と思考

学習の成果

授業づくりの質的転換のために

「主体的・対話的で深い学び」の実現

単元や授業を貫く

解決したい課題や問い
単元や授業を貫く

２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善～イ 授業づくりの質的転換への意識化
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★星の数が多いほど
良くできた授業設計

「主体的・対話的で深い学び」の実現

聖心女子大学
文学部教育学科
教授
益川 弘如 先生

東京大学 高大接続研究開発センター 教授
大学発教育支援コンソーシアム推進機構（CoREF）
文部科学省 国立教育政策研究所 フェロー
白水 始 先生

研究協力者

２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善～イ 授業づくりの質的転換への意識化
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解決したい課題や問い

自分の考え（学習の成果）

自分の考え（当初）

例）１枚ポートフォリオ授業実践

考えるための材料

対話と思考

解決したい課題や問い（再）

技能統合しながら新しい
「考え」や「視点」を得る

idea       perspective 

学習過程で得た
知識・考え・視点を
比較・統合・リサイクル

２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善～イ 授業づくりの質的転換への意識化
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CEFRに基づいた英語教育改善のために「わかる」から「できる」へ～授業の在り方を変える～

大きな問い (再)

自分の考え（学習の成果）

自分の考え（当初）

before

after

前後比較をして
知識の量と深まりをみる

例）１枚ポートフォリオ

上手く
いかない
ことが多い

例）１枚ポートフォリオ授業実践

解決したい課題や問い

【課題１】
授業設計の要となる「解決
したい課題や問い」を上手
く作ることができない
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「わかる」教材として
素晴らしい

検定教科書

生徒に伝えたいメッセージがある

×
「知って楽しい」受容トピック

（興味深い）

「対話して楽しい」産出トピック
（生徒にとって興味深い）

２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善～イ 授業づくりの質的転換への意識化
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検定教科書で教える

オリジナルのハンドアウトを作る

convergent divergent

教科書をより「わかる」
ようにするために…

答えが収れん
してしまう授業

教科書でより「できる」よ
うにするために…

答えが様々
になる授業

無意識的 授業づくり
質的転換

「解決したい課題や問い」
を作る力が不可欠

２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善～イ 授業づくりの質的転換への意識化

意識的
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単元や授業を貫く

解決したい課題や問い
単元や授業を貫く

２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善～イ 授業づくりの質的転換への意識化

なぜ？頑張ってみるものの
なかなか作れない
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CEFRに基づいて
UNIT QUESTION

単元や授業を貫く

解決したい課題や問い
単元や授業を貫く

２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善～イ 授業づくりの質的転換への意識化

「思わず考えたくなる」問い
「対話してみたくなる」問い
が用意されている
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CEFRに基づいた英語教育改善のために「わかる」から「できる」へ～授業の在り方を変える～

Why is vacation important?

What events change our lives?

Why are good manners important?

Are first impressions accurate?

CEFRに基づいて
UNIT QUESTION

単元や授業を貫く

解決したい課題や問い
単元や授業を貫く

Qシリーズ活用理由１

「解決したい課題や問い」
についての理解を得ること
ができる（練習ができる）

問いを作るのが上手
になってくる
（意識化・慣れ）
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２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善～イ 授業づくりの質的転換への意識化

Critical thinking

Logical thinking

考えるための材料

対話と思考

学習の成果

単元や授業を貫く

解決したい課題や問い

授業設計４項目
「主体的・対話的で深い学び」

親和性が
高い
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考えるための材料

対話と思考解決したい課題や問い
単元や授業を貫く

授業準備においてハンド
アウトを作る必要がない

２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善～イ 授業づくりの質的転換への意識化

【課題２】
divergentな授業のための
教材の使い方がわからない

でも作って
しまう…

教材が変わっても
教え方,考え方(mindset)

は簡単には変わらない
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Where do you want to go?

What do you want to do?

What is your idea 

of a great vacation?

p.61

A1 High

Qシリーズ活用理由２

divergentな授業に求めら
れる支援についての理解
を得ることができる
（練習ができる）

CEFRに基づいて

２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善～イ 授業づくりの質的転換への意識化

Follow-up question

Recasting

ハンドアウトの作成に
重点が置かれ意識化さ
れていなかった



Why?

Oh, really?

What do you want 

to do in the space?

Do you think it’s 

dangerous to go to 

the space?

Do you want to go

to the space?

Which do you think we 

should explore,

the space or  the see?

Debate!

Do we have to 

explore the space?

divergentな授業に
求められる支援

静岡県のCEFR

感覚に基づいて

２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善～イ 授業づくりの質的転換への意識化



英語コミュニケーションⅠ

日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，
多くの支援を活用すれば，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気
持ちなどを話して伝え合うやり取りを続けることができるようにする。

日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，
一定の支援を活用すれば，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持
ちなどを詳しく話して伝え合うやり取りを続けることができるようにする。

日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，
支援をほとんど活用しなくても，多様な語句や文を目的や場面，状況な
どに応じて適切に用いて，情報や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え
合うやり取りを続け，会話を発展させることができるようにする。

英語コミュニケーションⅡ

英語コミュニケーションⅢ

ア

ア

ア

２ 共通参照枠に基づいた英語教育改善～イ 授業づくりの質的転換への意識化

新学習指導要領

話すこと［やり取り］（目標）
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ア 共通参照枠の意識化（静岡県が考えるCEFR）
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A1

A2

B1

B2

C1

生徒に求められる英語力

学校での
評価

同期

CEFRの考え方

A1

A2

B1

B2

Pre

A1

英語学習の質的転換
「わかる」→「できる」

学び・目標の一貫性

小・中・高等学校
大学・社会

英語による
自己実現の幅

計画的・効率的・永続的
に広げることができる

社会での
評価

３ まとめ
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考えるための材料 対話と思考

学習の成果

生徒の反応・応答を
シュミレートする

共通参照枠に基づいた英語教育改善

単元や授業を貫く

解決したい課題や問い
単元や授業を貫く

授業づくりの質的転換

「考えたくなる」
「話したくなる」
問いの作成力

教師に求められる力１

divergentな授業に求め
られる支援の実行力

教師に求められる力２
推論発問・評価発問

Follow-up question

Recasting

Positive feedback

３ まとめ

不断の生徒理解
が不可欠
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Collaborativeに
授業づくりの質的改善を図る

研究授業（授業参観）

「できているか」

「できるようになっているか」

生徒を見る

Finally...

授業設計
4項目
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「上質 な教材」の活用を通して
divergent な授業実践の経験値を高め

「わかる」&「できる」生徒を

All Japanで育成しましょう!

Finally2...




